
海南校舎 MONTHLY TIMES

平成２５年１月３０日発行1月号

仕切り直しの沖縄修学旅行
ちょっと寒かったかな？

月 日より 泊1 17 2

日の日程で、 年生3 2

の沖縄修学旅行が行

われました。今年度

は 月に実施予定で10

したが、沖縄地方を

襲った台風のために
月に延期になって1

いた行事で、満を持

しての出発でした。

３日間とも雨には

、遭わなかったものの

日本列島を襲った寒

波のために、沖縄地

方も例外ではなく、

例年よりもかなり低
い気温の 日間にな3

ってしまいました。

とはいうものの、海

辺で大騒ぎすること

も、震えながらも滝

に打たれることも、

素晴らしい眺めを堪

能することもできま

した。また、悲惨な

戦争の歴史を学び､平
和の尊さを身にしみ

て感じることもでき

ました。同じ釜の飯

を食べることで団結

を深めることもでき

ました。

さあ、これから

あと 年、悔いの1

ない高校生活を送

ることができるよ
うに、 日間で蓄3

えたエネルギーを

上手に使って下さ

いね。期待し

ています。

頑張れ！
。3 0年 学期

正真正銘の正念場や
～大学受験 大詰めに～

、1 19 20月 日・ 日

大学入試センター試
験が行われました。

本校からも８９名の

生徒が会場となった

和歌山大学で大きな

戦 い を し て き ま し

た。 学年や進路指3

導部の先生方も、試験両日の早朝より和歌山大学

に出向き、海南高校の幟を立てて海高生たちを激

励し、健闘を祈りました。
翌 日には受験生たちは校内で自己採点等の21

作業を行い、 日には整理されたデータをもと23

に 学年･進路指導部が夜遅くまで分析会を行い3

ました。 日には各地で行われる説明会で情報24

を仕入れて、 日から土日返上の面談を行いま25

した。

この時期、不安を抱えていない受験生などどこ

にもいません。終わったことは終わったことにし

て、次のステップにいかに乗っていけるかが勝敗

の分かれ目です。現役生は試験の 分前 分前ま5 1
。 。で伸び続けます 粘ったものが夢を叶えられます

頑張れ、粘れ海高生。そして、３年生の姿をよく

見て、そろそろ本気で備えようぜ、２年生。

異文化を理解しよう
１月１１日(金）

３年生の総合教養

の時間に、和歌山

県の国際交流員の

程さん(中国）と李

さん(韓国)をお招

きし、両国の紹介

と日本と比較しな
がら、文化や考え方の違いについての講義をして

いただきました。国際問題が山積している中で、

次の日本を担っていく者たちが、まずはお互いの

文化や価値観の違いを理解することは非常に大切

なことだと思います。両名とも明るく､ユーモア

を交えながら楽しい講義を展開して下さり、生徒

たちも積極的にお二人と心のキャッチボールを楽

しんでいるようでした。

http://www.kainan-h.wakayama-c.ed.jp

２月の予定
１日 校内マラソン大会（市民グラウンド）

２日 医療看護模試(２年)

４日 ＳＳＨ特別授業（教養理学科 ， 年）1 2

５日 生徒大会

７日 公務員模試(２年)
静波会理事会（ ）19:30

８日 模試前日実施（２年）

９日 早期マーク模試（２年希望者）

１８日 学年末考査発表

２５日 学年末考査（～３ ４）/

２８日 卒業式予行 卒業生を送る会


